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場 所：札 幌 市 公 文 書 館 ３ 階 講 堂
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１，札幌市の町村合併と人口急増

札幌市の歴史の中で都市整備や都市建設にかか

わる部分についてお話をしています。きょうは、

侵略戦争に負けた後の時代で「長期計画による都

市整備と住民の生活」です。

札幌のまちは、戦後、急激に人口が増えていき

ます。資料１は時代を遡り明治の初めからの様子

を地図にしています。札幌の全体図を区分して①

から⑰までの番号が打ってあります。記号の意味

は、丸数字が、隣のまちと合併したり境界変更し

て大きくなっていったことを示し、四角数字が、

札幌から隣のまちと境界変更して小さくなったこ

とを示します。図の下にある表の①は、明治４年

の札幌の面積を示し５平方㌖ぐらいです。東西南

北で考えると、東西が２㌖くらい、南北が２㌖く

らいの面積です。南北は、今の南７条通から北８

条か９条ぐらい、東西は、東７丁目通から西10丁

目の植物園の西の外れ辺りです。これがまちづ

くりを始めたときの広さです。そこを中心に移

民たちが集まって来て、その周辺にも移民たち

が入ってきて村をつくっていきます。それらの

村がだんだん中心の札幌に合併してきた様子を

この地図であらわしています。

例えば、明治43年までは、図中の①～③の広

さだった札幌区ですが、人口がふえて周辺に住

宅地が広がります。札幌村方面や白石村方面・

豊平町方面、山鼻村に向かって広がっていった

ので、そのような住宅が多い部分を札幌区に編

入します。白石だと今の菊水のあたり、豊平の

場合は旧定山渓鉄道豊平駅の近くぐらいまでの

地域です。それから、東北は12条ぐらいまでの

地域が入ってきます。南は山鼻村の部分が編入

されます。それらが図中に④と記されています。

それから、北26条から北方の創成川と、新琴

似琴似停車場線に囲まれるほぼ三角の部分は、

札幌区か琴似村かどちらの所轄になっていたか

不明だったのだそうですが、今の麻生の辺りが

新琴似屯田兵村であったためか琴似村に割譲しました。それが４です。明治43年の境界変更は、

札幌に入ってきた部分と札幌から出ていった部分を示しています。

資料1 札幌区市域の変遷図

当日のレジュメ
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このように見ていくと、私が気付いたのでは２つのエポックがあると思います。それは大体が

戦後で、一つは昭和30年です。琴似町・札幌村・篠路村の３町村が札幌市と合併をします。その

ため、札幌の市域が広がり、「グレート札幌」とか「大札幌」という言葉遣いで合併のことが表

現されます。西区の大半と北区と東区が札幌市域に入ったとことになります。

その次は、⑬の昭和36年の合併です。昭和36年に札幌市と豊平町が合併しました。なぜ豊平町

が合併するのがエポックになる理由は、今の札幌市域の４分の３ぐらいが豊平町だったというこ

とです。豊平町が合併したときに、当時の自治体としては一番広い市になりました。その後、い

わき市が合併によってそれより広い市になったので順位は下がってしまいましたが、このときは

日本で一番大きな市と言われていた時期です。

私は、豊平町と合併したことは非常によかったと感じています。豊平町との合併以前、上水道

をつくりましたが、豊平川を水源としました。水利権というのは、別に豊平町の町域だから豊平

町が全て管理しているわけではなく、国が管理しているのですが、自分のまちの川からとるか、

隣のまちの川からとるかというと、自分のまちの中にある川から水道を引いてきたほうが有利の

ようです。水利権を主張する競争相手がいないという利点になります。

場合によると、豊平町と札幌市が豊平川の水利権で、豊平町はこれだけの水を使いたいけれど

も、札幌市にそれだけ使われたら困るという話になると、協議をしなければならないし、国はそ

れを裁定しなければいけません。豊平川の流域が札幌市１市の中に入ってしまうと、競争相手、

競合相手が少なくなります。ただ、豊平川の場合は、石狩川に流入して、石狩や当別の脇を流れ

るので、石狩や当別も水利権を主張できるかもしれません。豊平町と合併したことで、豊平川の

水利権に関して強力な競争相手がいなくなったことは確実です。事実、その後、豊平峡ダム・定

山渓ダムをつくって、札幌の水は、おおむねその二つのダムで十分賄えるようになっています。

実は、その後も、当別にダムをつくって、それも利用しようとしていますが、市民が使う水は豊

平峡と定山渓の分で十分なはずです。そのため、昭和36年の豊平町の合併は、その後の都市札幌

の成長に非常に大きな意味のあったことだと思っています。

もう一つ、豊平町合併の特徴を話しますと、合併する時の豊平町の人口は６万6000人ぐらいの

人口がいました。当時の市になる目安は３万人でしたから、独立して市になろうと思ったらなれ

たはずです。それにもかかわらず、豊平町は札幌市と合併を望みました。

豊平町の札幌に近いところは住宅地が広がっていき、そこに住む人たちの多くが職場や学校が

札幌にあるので、札幌市民になって札幌市に通ったほうがいいという考え方になったようです。

町長選挙や町議会選挙をすると合併派が多数でした。しかし住宅地から離れた地域で、恐らく今

の豊平区の東部や清田区などで主に農業を営む以前からの豊平町の住民は、合併に反対したよう

ですが人数も少なくなってしまって、合併派が圧倒的多数になってしまったのです。そういう人

たちの影響もあって、合併することになりました。

これらの事で何が変わったかというと、単純な話では面積が変わりました。やはり、水源とな

る豊平川を手に入れたと同時に、北方の平地で住宅地にしやすい地域が札幌の市域に入りました。

昭和30年の合併は、今の北区、東区、西区と考えていただくとわかると思いますが、比較的平地

の部分が多くがほぼ全部手に入ったということは、街として大きくなって住宅地が広がっていく

可能性が持てたということです。

昭和30年と36年の合併は、以上のようなことで意味がすごく大きいと思っています。

札幌というのは、小さくスタートしましたが、都市が発達して住宅地が広がっていく中で、周
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辺の町村と合併して大きくなっていきました。最後は、昭和42年に手稲町と合併して、ほぼ今の

面積になりました。あとは、ほんの少し江別や小樽とやりとりをして広がってきただけです。札

幌市の面積は、基本的に周辺の町村と合併して大きくなってきたということです。

２，札幌の人口増加

このように大きくなってきた札幌ですが、人

口もほぼ順調に増えていきます。資料２にある

「人口」の「総数」の欄を見てください。この

数字には合併前の町村の数字は入っていませ

ん。合併した後は入っていきます。順調に増え

ている様子がわかります。

２枚目は、侵略戦争の敗戦後の部分ですが、

25年は白石村が合併したという特記事項が右端

の欄に記載されています。

昭和45年の国勢調査で100万人を超えて以降

も増えていき、平成の初め頃までは、毎年１万

人以上は増えています。最近は、毎年、何百人

か何千人ぐらいしかふえていませんがまだ少し

ずつ増えています。あと数百人で196万人にな

りそうです。ただ、今後は人口がだんだん減っ

ていくという予想が立てられています。しかし、

札幌市はこれまで人口が順調に増えて、都市と

しては大きくなってきているということになり

ます。

それをグラフにすると、資料３になります。

昭和20年を境に急激にふえていることがよくわ

かると思います。

戦後の急激にふえてきた人口の様子を道内の

他の地域と比べてみたのが資料4です。

これは、戦後の昭和35年から10年間ごとに並

べてみたものです。人口は、北海道も札幌市も

インターネットのホームページで第１回国勢調

査からの報告を出してくれているので、利用さ

せてもらいました。

特徴の一つといいますか、実は、「札幌ダム論」

という言葉があります。札幌が北海道のダムだ

ったということです。

どういうことなのか、その事を論じている論

文を探したのですが、見つかりませんでした。

資料2-1 札幌の人口１

資料2-2 札幌の人口２
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拓銀が何かに発表した言葉らしいというところまではわかりまし

たが、そういう評価をした論文名などははっきりわかりませんで

した。しかし、札幌について研究している人や人口について研究

している人は、「札幌ダム論」という言葉を使っています。

北海道の人口を年代を追って見ると、最近は減っていますが、

昭和35年以来増加しています。それに対して道内の人口を地域を

分けてみてみますと、例えば市以外の郡部の人口は逆に昭和35年

以来減少しています、この状況を「札幌ダム論」と言うのだそう

です。

その他の事例も見てみましょう。

表の項目に炭鉱都市６市とありますが、炭鉱のおかげで市にな

った町のことで、夕張を初めとした６市です。昭和30年代の後半

から昭和40年代の前半は、北海道に限らず、全国の炭鉱がだめになって、ほとんどが閉山してし

まいました。理由は、エネルギー革命などと言われていまして、石炭から石油に切りかえたから

ということで、産炭地が必要なくなったということになっています。表を見ると昭和35年から45

年までは16万人ぐらい急激に減っています。

このように産炭地で急激に減った人口ですが、どこへ行ったのかを調べるために、この炭鉱都

市と札幌の関係を調べてみたのが、資料５です。表を見ると昭和40年分の数字がありませんが、

なぜか昭和40年の数字が見つかりませんでした。札幌市の統計課が研究した成果です。

例えば、昭和35年から45年の間は、

炭鉱６市から札幌に入ってきた人

が、毎年、6,000人ぐらいから、多

いときで１万3,000人ぐらいです。3

5年から45年に炭鉱６市は15万人ぐ

らいが減りましたが、この表で見る

と札幌へ流入する人口は年平均で8,

000人台です。8,000人が10年という

ことは８万人です。減った15万人の

半分以上は札幌に来ているというこ

とです。

資料3 札幌の人口

資料4 道内地域別人口

資料5 炭鉱都市からの札幌への流入
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炭鉱が閉山して仕事を求める場合、多くは東京方面や大阪方面などの京浜工業地帯や阪神工業

地帯へ行くというのが当時の傾向でしたが、そのうちの半分以上は、札幌に職を求めて来たとい

うことです。こういうことも「札幌ダム論」という言葉になると思います。もし札幌にそれだけ

の経済力や働き口がなかったら、北海道の人口はもっと減っていたでしょうし、札幌の人口も増

えるということはなかったと思います。2015年11月の講演で話したように、札幌は発達する条件

を兼ね備えていたため、このような人たちを受け入れる素地があったということです。こういう

様子が「札幌ダム論」という言葉として評価されているわけです。

もう一度資料４を見てみますと、それ以外にも人口減少を示す赤い数字が見えます。主要８市

も、平成に入ってから減っています。その中には函館や旭川がありますが、函館も既に30万人を

切ってしまい、旭川もそろそろ切りそうで、人口が減り続けているところの一つになっています。

札幌のひとり勝ちと言ってしまえばそれまでですが、札幌だけが伸びています。札幌だけに限ら

ず、「石狩支庁」も少しずつふえています。これは江別の大麻地区のように札幌のベッドタウン

として開発されたことに因るのでしょう。

さらに、石狩や北広島などは明らかに札幌のベッドタウンです。私は新琴似に住んでいますが、

歩いても20分くらいで石狩の花川です。石狩市が市になるときの話ですが、以前の市になるため

の条件は３万人でしたが、当時の条件は５万人でした。そのときの石狩市の人口は５万人とちょ

っとです。そのうちの５万人が花川に住んでいたということを聞いています。札幌の境界のちょ

っと向こうのところにほぼ５万人が住んでいて、それ以外の石狩川の河口の元の石狩市街や八幡

のほうは、数千何百人の人口なのだろうと思います。その花川から来る麻生行きのバスは、札幌

への通勤者や通学者でいっぱいです。そこは明らかに札幌のベッドタウンです。恐らく北広島も

同様だろうと思います。つまり石狩支庁が増えているのは、その意味です。

資料４のもう一つ特徴的なことは、「その他の市」が合計人口が、平成22年に増えているのは、

新たに市となった北斗市などが、「郡部」の人口から「その他の市」の人口に加算されたからだ

ろうと思います。

とにかく、札幌の人口を全道のほかの地域と比べてみると、以上のような特徴があります。「札

幌ダム論」という言葉もあるぐらい、札幌市が北海道の人口減少を支えました。人口を支えたと

いうことは、北海道全体の産業による生産を支えたということにもなると思います。人口の増減

を比較してみると、そのようなことも類推ができます。

３，長期計画と都市整備

そのように人口がふえてきた札幌市ですが、戦前も都市計画法に基づいてまちの整備を行って

きました。そして、戦後も似たように進めていきます。役所というのは、単年度で物を考えてい

きます。毎年毎年、予算を決めて、その年の事業を行っていくということで、２年、３年と立て

続けに何かをするというのは、むしろ特別なことになります。

資料６は、街づくりの長期計画という表です。全道の場合は明治30年代以降、北海道十年計画、

第１期拓殖計画と言いような10年や十数年の長期計画で北海道開拓を進めてきました。しかし、

市町村の場合は、そういうものはありませんでした。それができてきたのが戦後です。多分、地

方自治法に長期計画をつくって事業を進めることがあったのでしょう。

そういう計画を最近の分まで並べてみました。上から簡単にお話をしますと、昭和33年に、『札
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幌市総合都市計画』と言う具体的な都市

計画ではなくて、このように進めるとこ

んなまちができるという都市計画の考え

方を示しています。具体的な地名を挙げ

て。ここでこんな事業をやっていくとい

うものではありません。都市計画を入れ

てまちづくりをしましょうということの

基本の考え方のようなものです。

そのようなものをつくって組織的にま

ちづくりを進めようという案ができた２

年後に、10年をかけて予算配分をして、

道路整備などいろいろな公共施設の整備

をしようという計画ができます。それを、

『主要事業十年計画』と言っています。

私は、これが初めての長期計画である

と思っています。道路なり学校なり、10

年後には人口がどの程度に増加するだろ

うということを含めて考えた上での計画

です。

これは10年間を見通したものでしたが、

次の年に豊平町と合併したため、改定せ

ざるを得なくなって事業を追加しました。

「札幌建設基本計画案」は、札幌をこのように建設していくぞという理念条例です。特別に具

体的なことは書いていませんが、その理念に基づいて新たにつくったものが『道央新産業都市に

おける札幌市建設六年計画』です。新産業都市に指定されると、産業が発達して、特に重工業を

発達させて、東京方面や大阪方面のような豊かな都市になるように投資することを当時の政府が

決めて、全国総合開発計画の一つの方式として制定したものです。

北海道の場合は、札幌を中心とした小樽を含んだ石狩平野から太平洋の苫小牧や室蘭一帯にか

けての地域を指定されました。重工業を中心とする工業を発達させて、この地域を経済的に成長

させようという計画です。

これは、全国に何カ所か指定されました。これは政府が進めましたが、国のいろいろな補助金

がおりてくるので、いろいろな工場をつくるための敷地の開発などができるということで、道や

市もそれを求めましたし、全国の市町村長や知事たちもその地域に指定されたいと走り回った制

度です。石狩地区はそれに指定されました。そのため、６年間の長期計画をつくりました。これ

はかなり具体的につくられ、この地域の開発や道路をここからここまで整備していこうという計

画となっています。

ただ、いろいろと読んでみると、先ほどの「主要事業十年計画」が新産業都市に指定されたの

で、改定したということになっています。先の十年計画も国からの補助金がうけられるので、よ

り大きな計画に改定したというように考えられます。

そのわずか２年後に、今度は『札幌市建設５年計画』というものがつくられます。せっかく２

資料6 長期計画
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年前につくった案を２年後に変えてしまいます。この５年後とは、昭和42年から数えると47年に

なります。前の年にオリンピックの開催が決まったので、オリンピックに向けての整備を決めた

ものです。国からの補助金などがさらに出ることになり、この六年計画をさらに改定して、オリ

ンピック施設の建築等々も含めてより大規模に、大きな事業をしようとしたのが「札幌市建設５

年計画」です。

私は今60歳ですが、私ぐらいの世代から上の方は、オリンピックへ向けて、札幌のいろいろな

風景やいろいろなことが変わったと思っていると思います。大半の道路が舗装になったり、地下

鉄ができたり、すごく便利になったという思いを持っていると思います。私もその一人ですが、

それを推し進めたのが「札幌市建設５年計画」です。この計画で資金がたくさんおりてきて、札

幌のまちの整備が進められていくことになります。

これが終わった後、オリンピックの前の年からの年次にはなっていますが、『札幌市長期総合

計画』を策定します。その前に、「札幌市基本構想」とありますが、これも理念法で、札幌市の

発展について方針的なことだけが示されていて、それを市議会に提出して可決されると、その理

念に則って長期総合計画をつくるためのものです。内容はほとんどないのですが、議会で議決し

て方向性を示す理念になります。

長期総合計画というのは、20年間を見通して、街の整備を進めていこうというものです。『札

幌市長期総合計画』は昭和46年に策定されたのですが、５年後の昭和51年には『新札幌市長期総

合計画』が策定されてます。その12年後に『第３次札幌市長期総合計画』が、さらに12年後の平

成12（2000）年には、『第４次札幌市長期総合計画』が策定されます。

この長期総合計画というのは、全て20年を見通してつくる計画ですが、最初の計画は５年間で

変わり、２番目、３番目は12年間で終了して新たな計画を策定しました。

長期総合計画の実施の仕方を見ていきたいと思います。

長期計画の一覧を見ると、長総の次の行に「札幌市長期総合計画第１次５年計画」ですとか、

新長総の下には、札幌市５年計画や第２次５年計画、第３次５年計画などがあります。そして、

第３次長総についても同じように、５年計画が三つ書かれています。ですから、20年間を見通し

た総合計画ですが、５年ごとに区切って事業を進めていこうとしています。長総という長期計画

に対して５年計画は中期計画という言い方をします。

一番最初に戻りますと、札幌市長期総合計画第１次５年計画は、昭和46年から50年までの５年

計画です。札幌市長期総合計画は20年を見通ししているのに、なぜか、５年後に新札幌市長期総

合計画になっています。これは、皆さんはご存じと思いますが、昭和49年に起こった狂乱物価で

す。石油の原油の価格をアメリカなどのメジャーが決めていたのを、アラブの民族資本が決める

ようになり、石油価格が高騰し、それに伴っていろいろなものの値段が上がりました。その事を

狂乱物価と言っています。マーケットにお母さんたちが押しかけていって、トイレットペーパー

の取り合いをするということがあったことを皆さんも覚えていると思います。そのため長期総合

計画が破綻してしま、新たに新長総をつくることになったわけです。そして、その計画に則って

５年計画を３回やります。

５年計画の実施年度をよく見るとおかしいことに気付かれると思います。最初は51年から55年

度、次が55年から59年度、55年が重なっています。そして、次も59年から63年度と59年が重なっ

ています。第三次も同様です。実は、５年間の計画を４年間で完了しているのです。人口の増加

や国からの補助金などで資金がふえて、早目、早目に事業が展開できるようになったということ
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です。５年計画と銘打っているのですが、実は４年目になると５年目の事業も４年目に操上げて

実施してしまうということが出来たのです。

そのため、５年計画なのですが、実際には４年で終了し、それを３回やって12年ぐらいたつと

社会情勢が変わってくるので、長総も変えることにして20年の見通しだったのに12年間で新しい

ものに変えていきました。

ただ、お金をかけると５年を予定していたものが４年で出来るようなことと、お金をかけても

５年で計画していいたものが４年では出来ないというものもあると思います。というのは、私た

ちは実際にそれを体験させられました。私は『新札幌市史』という本を編さん・執筆していまし

た。平成３年だったと思いますが、事務方からいきなり、今の５年計画を来年度の４年目で終え

てしまうから、『新札幌市史』も再来年発刊ではなく発行してしてくれと要求されました。私た

ちは行き当たりばったりで調査・執筆しているわけではなく、計画的に資料調査をし、その資料

に基づいて事実を確かめて書くわけです。それを何の準備もなしで来年に済ませるというわけに

はいきません。事務方と大げんかをしましたが、結局は書かずに済みました。

土木事業などでは、４年目と５年目であと10㌖を舗装しようと思っていたのを、倍のお金をか

けて倍の人数と倍の機械を使ってやったら、２年が１年に縮まることもあるかもしれませんが、

文化事業はそうはいかないのです。

全ての事業を４年で済ませることはないと思いますが、お金をかければ早く出来ていく事業も

あったようで、５年計画を４年にして計画を進めていきました。

しかし、皆さんもよく聞いたと思いますが、平成に入ったころから行政の政策・事業は、箱物

の時代からソフトの時代へ変化したと言われています。それまでは、いろいろな公共施設をつく

って実績を示してきたものを、社会福祉的なもの・学校教育的なもの・文化事業なども重視しな

ければならないと変わったと言われています。

また、長期計画全体を通した特徴でいきますと、例えば、新札幌のあたりを拠点とした街づく

りをするとか、麻生を中心にしたあたりを拠点にして街づくりをするというように、札幌の中で

も都心に一極集中させないで、いろいろな施設を周辺にばらまいて、多核心都市と言うのですが、

周辺で過ごせるような街づくりをするという動きもありました。

一時期はうまくいっていたと思いますが、最近はまた中央復帰的な部分が感じられるので、最

近はうまくいっていないところがあるかもしれません。しかし、政策的には、長総以降、大、中、

小の拠点をつくって、そこを中心にして市民の生活ができるようにしていこうというように動い

ています。これまでの街づくりの考え方の特徴は大体そのようなものです。

また道路網の整備は、例えば中心部から真っすぐ郊外へ延び隣まちまで行く放射状の道路、都

心部を中心として幾重かの環状道路、それに加えて例えば国道337号のように札幌市内に入らず、

札幌を迂回して千歳方面から小樽方面に行く大環状線、さらに札幌新道のように、都心部を通ら

ずに郊外から郊外へ行く道路などを整備しました。そういうものを計画し実行したのも長期総合

計画による事業です。

資料7は、それらとほぼ同じものをお金で見たものです。

左端の欄に年代が書いてありますが、長総は資金計画があるわけではないので、５年計画を並

べたものです。あくまでも当初の予算配分の話なので、重複しているもので、実際には４年しか

なかったということは無視しています。

例えば、主要事業10年計画のときは札幌市だけで280億円ぐらいの規模だったのが、新産都市
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やオリンピックの整備に

なると数倍にふえている

様子がわかるかと思いま

す。

ほかの５年計画は国や

道の投資分を示されてい

ないのでわからないです

が、新産都市の６年計画

とオリンピックの５年計

画は、国の事業分や道の

事業分もあらわされてい

ます。特に、オリンピックの場合は、オリンピック関係の施設や組織の準備は、大半はオリンピ

ック組織委員会がやります。オリンピック組織委員会というのは、国のほうの出先役所です。真

駒内のスケート場は国立の施設ですので、国の事業としてつくられますが、美香保は市の施設で

すから、市費でつくられます。

５年計画の分は札幌市の部分で、総額がこのように変化し増えている様子がわかります。これ

は、予算総額ではありません。いろいろな都市整備等々に係る事業の総額で、何とかの維持費や

役人の給料などは入っていません。

右端の欄は、10年や６年や５年と期間が違いますので、１年間分の金額をのせています。１年

ごとに見ると、このような並びになります。十数年前まではずっと右肩で上がってきたのが札幌

の施設整備関係を中心にした都市整備の金額です。かなり強く整備を行ってきたというのがお金

の面からも言えます。あくまでも予算の話ですが、多額のお金を積んで整備をしてきたことが推

測できます。

そのほかに、都市が大きくなってきて財力がついてくると、さらにいろいろなことができるよ

うになります。

以前の上司がこのような話をしていました。

例えば、国の補助金で市町村が都市整備の事業を起こすときに、20億円を超えたら半分を国が

補助するという法律か政策があったそうです。そうしたら、皆さんならどのぐらいの規模の事業

にしますか。例えば、地下街に商店街をつくるのに20億円を超えると、その半分を国が補助して

くれますから、10億円を補助してくれ、札幌市の自己資金は10億円ですみます。

皆さんだと、どれぐらいの金額の事業にしますか。

その上司が言っていましたが、ほぼ40億円の事業をつくるということです。例えば、積み上げ

ていって、19億円の事業をするのが一番損です。19億円の事業にすると全部を自己資金でやらな

ければなりません。もっと大きな事業にして、20億円を超えたら半分を補助してもらえるので、

最大限にしようとしたら、40億円の事業にすると、20億円を出せば倍のことができるということ

になるのだそうです。ですから、17、18、19億円程度の事業はつくらないのだと言っていました。

だからといって、そのようなことをどんな市町村でもできるかというと、そういうわけではあ

りません。ある程度積み上げていって、それなりに整備されるべきものがないとできません。小

さな村では、そのような金額でやるわけにはいきません。ある意味、大都市ではないとできない

ようなこともやって整備をしたのが平成の初め頃までの都市整備だったそうです。そういう意味

資料7 長期計画の財源
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では、大都市になればなるほど都市整備が有利になるということのようです。

４，都市問題の発生とその解消

長期計画で都市の整備を、より具体的なものを見ていきましょう。

都市の整備というとこれ以外にもいろいろなことが考えられますが、一番わかりやすいように

思えますので、資料８で道路舗装と上水道の普及と下水道の普及について見てみます。昭和30年

代のことを知っている方は多いと思いますが、泥んこの中を歩き回ったとか、雨が降ったらバス

も埋まっているとか、そんなことがよくありました。それがどれくらいで解消していったかは興

味深いことです。

資料８の数字は、三つとも

そうですが、市街化調整区域

を外して、市街化区域だけの

数字で、農業用地や郊外の原

野は含まれていません。

舗装道路の普及を見てみま

すと、オリンピックのあった

昭和47年で４分の１程度でし

たが、60年頃には普及率100％

になっています。私道を除い

て、市道、国道、道道の全部

の道路が舗装された時期があ

ります。それ以降は、恐らく

市街地の拡大により若干下が

っているようですが、ほぼ99

㌫の普及率です。

上水道は、戦前の昭和12年

から配水されていますが、敗

戦の年で45㌫ほどで、比較的

早目に普及しています。しか

し、100％にはなかなかいかず、

いまだに井戸を使っている方

がいるという数字です。今で

も99.9％で、100％になってい

ませんが、ほぼ全部の家に水

道がついているということです。

ちなみに、私の実家は新琴似ですが、水道が整備されたのは昭和46年ぐらいだったと思います。

それまで、新琴似４番通は水道がありましたが、私は南のほうの２番通に住んでいたので、水道

はついていませんでした。蛇口をひねると水が出ていましたが、井戸を掘ってモーターでくみ上

げていたからです。全市的には昭和40年代に60㌫から80％㌫台の普及率になっています。平成の

資料8 道路・上下水道の普及率
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初めに99㌫に達しています。

次に、下水道を見ると、昭和40年代から普及しはじめ、長総の時期から急激に数字がふえてき

ます。特に、昭和46年がふえているのは、明らかにオリンピックへ向けての整備が普及率の数値

にあらわれていると思います。今は99.8％ぐらいの普及率です。

札幌市に限らないかもしれませんが、都市計画法が昭和44年に改正されて、46年から施行され

ました。それまでは大正８年につくられた都市計画法で、それは理念法でしたが、44年に制定さ

れたものは、まちづくりの規定が非常に細かく、数百条にわたって書かれています。その都市計

画法に基づいて札幌市では昭和48年に宅地開発要綱という規程を制定して宅地開発を指導してい

ます。それにより、0.1ヘクタール以上の大規模な宅地開発をするときは、道路の舗装・上下水

道の整備などを行い、それらを市に寄付するという条件がつきます。人口が急増しているのに宅

地開発だけを行い市街地を広げていくと、舗装道路も上水道も下水道も完備されない住宅地だけ

ができて普及率は下がる筈ですが、普及率は下がっていません。大規模開発をして、道路舗装な

どの公共施設をつくって市に寄付すると、宅地開発と同時に施設ができ上がって普及率は下がら

ない時代になっていくということです。そういう政策もとっています。

大規模開発をしていくと、都市開発の際に、スプロール現象がよく起こります。どんなことか

というと、市街地から飛び離れた地域をぽつんと開発して団地をつくってしまうことをスプロー

ル（虫食い）と言うのだそうです。そのような開発をすると、道路舗装も上下水道も整備されて

いない住宅地があらわれてしまい。そこへ住むことになった住民も、施設整備を指導する市も困

ることになります。そのようなことを避ける規程です。

昭和40年代前半ぐらいに、こんなテレビドラマがありました。水道設備完備で売りに出した家

に入ってみて、水道がついていると喜んで回したら全然出てこなかったそうです。それで、不動

産屋に確かめたら、ちゃんと蛇口がついているでしょうと言うのです。市がここまで水道本管を

延ばしてくれていないのでちょっと待ってください。そのうちに市が水道管を延ばしてくれて、

水道が使えますからという悪徳不動産がいたそうです。実際に、新聞にもそれに似たようなこと

が書かれています。そういうことにならないよう、札幌市では市街地に隣接した区域から市街地

が広がっていくようにしているのです。

ただ、単純にそれだけでも困ります。例えば、既存の市街地があって、その周辺に隣接する２

カ所の地区計画で開発を始めたとします。道路も舗装し、上下水道も設備されていますが、区画

のずれのためどちらの道路も連絡されない袋小路的な道路になってしまうと不便になります。そ

のため、市では道路計画もつくってあって、この辺の地区の開発をするときには、道路は既存の

市街地とつながるような計画にします。それに合わせて開発するように規制するわけです。その

ようにしていかないと、街の整備はうまくいきません。今でもそのために袋小路になっていると

ころがあります。

例えば、ある程度の広さの開発をして、一つの不動産屋ではなくて、小学校区ぐらいの地域を

幾つかの不動産屋で開発をするときに、中に公園を一つ、マーケットを一つ、小学校の敷地を確

保するなどの規定もされています。近くにマーケットがあって、学校があって、そういうところ

で生活できる空間として地区を考えて整備することを条件につくっています。法律に基づいて行

っていることなので、札幌だけでやってはいるわけではありませんが、札幌はそのようにやって

います。

ただ、平成に入って以降だと思いますが、ここ10年、20年でマーケットに関しては、過当競争
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だったために数が少なくなっています。私の家の辺りは、30年ぐらい前には約500メートルの範

囲に中小のマーケットが４つぐらいありましたが、今は２つしかなくなってしまいました。近く

に大きな市民生協がありましたが、そこも、ついに負けて、店じまいしてしまいました。最近の

十数年は、マーケットが減りつつあります。以前は、そのようにいろいろな地区の整備を進めて

いたということです。その分の道路舗装・上下水道の普及がこのような数字であらわれています。

今度は、もう少し具体的に二つ見ていこうと思います。

一つは、下水道にかかわる問題です。

資料9は昭和35年の『主要事業十年計画』

の下水道計画の地図ですが、赤い線は、当時

完備しようとした下水管の配管路です。赤い

線を下のほうから上へ追いかけると先が矢印

になっていると思います。矢印が川に向かっ

ていることがわかります。

この頃の下水道は、明渠であれ暗渠であれ、

集まった下水はみんな川に流していました。

自然放流と言うのだそうですが、川の水が希

釈してくれるということだったようです。こ

れは、先ほど説明した昭和35年策定の主要事

業10年計画の中にある下水道計画です。35年

頃は、どんどん人口がふえて、市街地も広が

りはじめた時期でもあります。

そうすると、こんなことになります。

次は昭和33年12月7日付の北海道新聞の記事の見出しです。資料10-1「よごれ放題の川」「文化

都市が泣く 下水処理場はいつのこと？ ドブと変わらぬほど」「細菌１cc当り18万個」とあり、

見出しだけでも内容が予想できます。「よごれ放題の川」のために札幌は文化都市だそうですが、

「“文化都市が泣く”」と卑下しています。下水処理はまだされていませんし、みんな川に流して

しまいますので、川は「ドブと変わらぬほど」に汚れていると書かれています。この時期は川が

汚染されていることを報道する新聞記事はたくさんあります。創成川も、下流に行くほど汚い、

中島公園付近では水質良好だったのが、北16条から22条のあたりまで流れると落第の成績になる、

鉄北は汚水の放流が多いゆえ、ひどい例では、くみ取り料金を節約して、夜間にし尿をそのまま

投げ入れている家庭もあるとも書いてあります。市民の道徳観も問題だったようです。

次は昭和35年5月17日付の北海道新聞の記事ですが、資料10-2「いつまでつづく 伏籠川汚水

の悩み 水田に水も引けず 冷淡な市 住宅街も悪臭に悲鳴」と見出しにあります。汚水による

川の汚れがひどいという記事です。内容を見ると川の汚れがひどい上に丘珠辺で農業用水として

引水するために堰を設けて水位を高めているが、そのため汚水がよどみ上流の住宅地に悪臭が漂

うのだそうです。農家でも用水として汚水を引水すると稲が枯れてくると言うことも書かれてい

ます。

多分、水が汚れると、汚れたことでの影響とともに、例えば、トイレの水を川に流していなく

ても、残飯類が下水に流れていくと、水田に水を入れても米ができません。野菜くずみたいなも

のは窒素肥料になってしまいますが、窒素肥料というのは体を大きくする肥料分で、相対的にリ

資料9 昭和35年下水道計画
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ン酸分が少なくなってしまいます。園芸をやっている方はご存じだと思いますが、花壇をきれい

な花でいっぱいにしようとすると、リン酸分の多い水溶液などをまきます。より花や実を楽しみ

たいときにはリン酸分の多い肥料を使います。この場合、窒素肥料が多くなりますので、作物の

総体だけが大きくなってしまって、花が咲かないという状況になってしまったようです。この記

事には、汚水が水田に入ってしまったら、汚な過ぎて枯れてしまうそうです。ですから、直接的

な被害になっていることも問題になっています。これらは昭和35年ごろの話ですが、その時の下

水道計画は、川に流すというそれまでと同様な下水道計画でした。

資料11は、昭和40年の新産業都市における

札幌建設６年計画にある下水道計画です。先

ほどのように管路網を描いているわけではな

くて、エリアごとに色分けしてあって、その

先っぽに幾つか四角いものがあると思います。

それを読んでみるとおわかりのとおり、下

水処理場をつくろうという計画です。今まで

は川に捨てていたものを汚れをとってから川

に流すことに変わりました。わずか５年で方

針を変えました。一番早いのは、昭和40年に

創成川下水処理場ができます。そうやって川

の水をきれいにすることになりました。その

上で、昭和40年頃から市民に対し、『広報さっ

ぽろ』などで、水洗トイレにしましょうとい

う奨励をしていきます。

次は昭和41年4月21日付の北海道新聞の記事

の見出しです。資料11-2「一人当たり約二万

九千円 汚水処理の受益者負担金」とありま

す。受益者である市民の負担額を算定してい

ます。このような新聞記事も出ますが、下水処理をすることで魚もいなかったような豊平川で魚

が釣れるようになったなど、そのような新聞記事も出てきます。資料12-1は昭和48年７月３日付

毎日新聞の記事です。これについては打ち直した文を資料としてつけてあります。

この記事によると、清流に戻すのに60億円かかったこと、豊羽鉱山で15億円かけて水をきれい

にするための施設をつくったこと、札幌市が35億円かけて処理場をつくっていくということなど

が書いてあります。記事の内容は後でじっくり読んでいただければと思います。

きれいな川に下水放流していた、工場などの廃水も放流していた、それをきれいにするために

は金をかけなければならなかったということです。人がたくさん移り住んできて、税金なども増

えて、都市整備が進むようになりましたが、人口が増えてくることで起こってくる問題に金をか

けないと生活環境が整えられなくなってきたことになります。

そのように、金をかけて川がきれいになってくると、札幌に長く住んでいる方はこれも覚えて

おられると思いますが、新聞で見る限り、久しぶりに発見したサケの話です。昭和54年にはサケ

が自然にさかのぼってきたということで、非常にセンセーショナルな新聞記事になりましたし、

テレビでもいろいろと宣伝していたと思います。北海道新聞の昭和54年9月10日付の記事見出し

資料11-1 昭和40年下水道計画
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には資料12-2「25年ぶり豊平川にサケ

戻る」とあります。昭和56年9月16日の

北海道新聞の見出しには、資料12-3「サ

ケ戻る！どっと歓声」「自信の一号宣言

真駒内川市民500人鈴なり」「河口か

ら40㌔「よくここまで」」とあります。

何の自信かというと、この３年前に稚

魚を放流する事業を始めました。それ

が成魚になって戻ってきたということ

でセンセーショナルな記事になりまし

た。２年前の記事は、自然産卵したも

のが戻ってきていたということです。

人間が気づかないうちにサケが上がっ

ていて、卵を産んで、下っていたもの

が戻ってきていたのだが、今度は明ら

かに稚魚を放流した結果、豊平川に戻

ってきたサケだということで記事にな

りました。これは、新聞だけではなく

て、テレビでも、豊平川の岸壁にみん

なが並んでいる様子がニュースになっ

ていたのは皆さんもきっと覚えている

と思います。これは、単純に下水処理場ができたから川がきれいになったからというわけではな

く、それが非常に大きな原因の一つなのですが、川がきれいになってきたことでカムバックサー

モン運動が起こりました。カムバックサーモン運動をしていた人たちは、豊平川のごみ拾いなど

の清掃をしてきれいさを保とうとしていました。役所が税金を使って設備をつくるだけではなく

て、市民も巻き込んだ運動が実ったものです。下水道を完備して、いろいろな都市施設が完備さ

れて、人口がふえたことで川を汚してしまったけれども、処理場をつくったことでまたきれいな

川に戻っていきました。そのように都市が成長し、問

題も起こしつつ、解決もされていきます。

その札幌が変化した様子を資料13の３組６枚の空中

写真で見比べていこうと思います。皆さんには小さ目

なものを左右に置いてあります。

１枚目は、昭和22年の航空写真です。競馬場・北大・

西５丁目通・東１丁目通・創成川・東区の斜め通・伏

古川などよく解る写真です。今の東区と北区が見えて

います。ついでに言いますと昭和の初めにつくられた

札幌飛行場も見えています。このときはもう飛行場と

して使っていませんが、まだ跡が残っています。

皆さんに見ていただきたいのは、南の方は何となくごちゃごちゃしていて、昭和22年当時既に

住宅地化している事がわかります。それに対して、北の方は何もありません。この区画してある

資料13-1 昭和22年空中写真北区東区
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ところは畑です。

２枚目の空中写真は40年後の昭和62年の写真で

す。

競馬場・北大・５丁目通・創成川幹線・札幌新道

などわかると思いますが、先ほどは畑だった部分の

変わりようがわかると思います。

次の２枚は西区の変化がわかるものです。

３枚目は、発寒川・昔の国道５号線・国鉄・新

川・琴似本通が見えて

います。琴似本通辺り

は住宅地になっている

のがわかりますが、西

野や発寒の辺りは畑で

す。４枚目がその40年

後です。先ほどの写真

と比べて八軒・発寒・

西野が住宅地になって

いる様子がよく解ると

思います。

ちょっと開発がおく

れているところがあって、５枚目は手稲山口です。鉄

道・５号線・産業道路・手稲駅・国道337号・山口運河

がわかります。白く光っているのは、手稲鉱山沈殿池

だと思います。今はそこが運転免許試験場になってい

ます。そのようなところは公共施設ぐらいにしかなら

ないようです。手稲駅近くや金山の辺が多少住宅地に

なっていますが、今の前田地区などにはなにもない様

子がわかります。６枚目を見るとまだ

山口地区は住宅地化が進んでいません

が、前田地区などが住宅地化がすすん

でいる様子がわかります。

この40年間の変化が典型的なのは北

区と東区だと思いますが、畑しかなか

ったところが、住宅と道路になってい

るということです。札幌市の人口増加

が住宅地の広がりをともなって、郊外

へ郊外へ広がっていったことがわかる

と思います。山口も昭和60年当時はまだ住宅地が進んでいませんが、今は可成り進んでいます。

以上の空中写真を比べてみると、畑だったところが住宅地となりその土地の何割かには家が建

ってその周りだけが地面となり、道路はみんな舗装されています。都市施設は、いろいろと整備

資料13-2 昭和62年空中写真北区東区

資料13-3 昭和22年空中写真西区 資料13-4 昭和62年空中写真西区

資料13-5 昭和22年空中写真山口

資料13-6 昭和62年空中写真山口
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を進めてきて、今度は逆にそれが問題になってしまいます。

それがあらわれたのは、昭和50年の水害です。

資料14-1の写真は昭和50年の水害の時の茨戸です。創成

川・発寒川・茨戸小学校で、光っているところは、水がつ

いているところです。資料14-2は昭和56年の水害です。創

成川・発寒川・篠路新川・茨戸小学校で、光っているのは

水がついているところです。

昭和40年代から都市型水害が起こるようになって今でも

それが問題となっています。昭和22年の写真と62年の写真

を見るとその原因がわかってきます。

それが新聞になると、こういう記事になります。昭和50

年9月8日付北海道新聞の見出しは、資料15-1「連続豪雨もう

ごめん 札幌で百戸浸水 下水あふれ通行止め」、9月12日付

には「水びたし道都 進まぬ整備 逆流に全く無力 下水道

も能力もほぼ限界」、とあります。「連続豪雨、もうごめん」

とありますが、洪水の原因そのものは大雨です。でも、それ

に拍車をかけてひどくしてしまったのが都市施設ということ

です。「下水あふれ、通行どめ」（9月8日）とか、「下水道も

能力ほぼ限界、逆流に全く無力」（9月12日）ということです。

つまり、以前だと、畑だったようなところに雨が降ると、ある程度の量は地面が引き受けてく

れます。それが、昭和62年頃の市街地の状況になってくると、道路は舗装されていますので、家

の周りに少しある地面でしか水を吸うところはなくて、道路に降った雨の水はほとんど下水に入

ってしまう。そして、下水は高いところから低いところへ流れていき、一番低い茨戸のあたりへ

集まってきた下水があふれてしまうということになります。場合によると、途中のマンホールか

ら噴水のように水が出るし、マンホールを飛ばして、水があふれるということになっていたのが

昭和50年と56年の水害でした。

昭和56年の時は、北海道新聞昭和56年8月6日付の見出しは、資料15-2「豪雨禍 被害は深刻の

一途 下水道は逆流 後れをとった都市水防 噴き出す下水」と同じようなことが書かれてい

ます。「下水道は逆流」「噴き出す下水」となっています。都市型水害だとわかっているのに対応

できなかったので、「後れをとった都市水防」という見出しになっています。このころぐらいに

なると、新聞記事も市民も、半ば人災かということも意識されるようになってきました。

都市整備の話は、人口が急増してくることで、整備をすすめていきますが、先ほどは、下水を

川に流していたがために川が汚くなってしまって、それを回復するために60億円もかかってしま

ったという話になります。さらに都市整備が進んでくると、本来、地面が吸うべきだったものの

多くが下水道へ流れ込んでしまうとこんな問題が起こってきます。都市施設というのは、単純に

整備されればそれでいいというものではなくて、将来起こる課題のことも考えながら整備してい

かなければならないということを示唆していると思います。そのために、札幌市では、次に話す

ようなことをして、何とか対処しようとしています。

資料16-1は、二十数年前に始まったもので、浸水対策事業です。浸水というのは洪水のことで

す。大雨が降って浸水が起こることに対するための事業でアクアレインボー計画と言っています。

資料14-1 昭和50年8月24日洪水茨戸

資料14-2 昭和56年8月洪水茨戸
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雨水流出抑制型下水道の整備のことを言い

ます。降った雨の水が下水道へ流れ込むの

を抑止しようという考え方です。

具体的には、資料16-1の図に出ているよ

うなことです。

もとはこのような大きな下水道がなくて、

通常の下水管と道路脇にある雨水ますと家

庭から出てくる下水管を利用していました。

それを下水管に流れ込んであふれるとその

脇にある巨大下水管に流れ込み、地上へ逆

流しないようにします。さらに雨水ますは、

地下へ浸透させる施設にして、下水管への

負担を軽くするというやり方です。

ただ、そこで問題になったのは、比較的

早目に水道が完備されたところは、トイレ

の水と生活排水と雨の水が一緒に下水道本

管に流れ込むようになっています。合流式

と言います。それに対して比較的に新たに

下水管が整備された地域はトイレの水はト

イレの水を流す下水管があって、道路の雨

の水はそれを引き受ける下水管を整備して、

分けて流しています。それを分流式と言います。札幌の下水道は合流式と分流式があります。合

流式の下水があふれると洪水の時にはふん尿がその辺を漂うことになります。そういう問題も起

こることになります。そのため、あふれないようにして全部が下水に流れないようにします。

大下水管は、皆さんも見ることができます。札幌市下水道科学館が麻生球場の北側にあります

が、あそこに行きますと、地下へ入るエレベーターがあって、下へおりていくと、この大下水管

の出口を見ることができます。実は入り口のほうも見ることができます。北26条辺に陸運局があ

るのをご存じだと思いますが、そこには建物も何も建っていない広い敷地がありますが、大きな

鉄板でふたをしているところが見えます。それが入り口で、今はやっていませんが、数年前まで

は冬の雪捨て場にしていました。冬には大雨が余り降りませんので、冬の間は下水に流して、融

雪槽替わりにしていました。陸運局は、そんなに塀が高くないので、のぞけば見られるようにな

っています。以上は、下水道の処理です。

洪水のことで話を進めますと水が集まってくる河川の対策を河川課がいろいろなことをやりま

す。

資料16-2は大規模開発の分譲地図で

す。児童公園の横に雨水貯留地をつく

るようにして、降った雨の水が即座に

下水に流れないようにしています。こ

こにためておいて、自然に乾かすとい

う方法です。その雨水貯留地のでき上

資料16-1 下水道の浸水対策事業

資料16-2 大規模分譲地の雨水貯留地
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がったものは、こんな格好です。下にアスファルトを敷いて、

人は入れないようになっています。これはつくったばかりな

のできれいですが、花川や樽川のほうに行くと何年も前につ

くったものがあって、中は湿地帯状況で、木や草がぼうぼう

です。

新たに造成された団地にはこういう施設をつくるようにす

ることにしました。さらに、これは公園ですが、周りの土を

盛り上げて、たくさん雨が降ったら、そこにたまるようにし

て、即座に下水に流れることのないようにします。

北区や東区の小学校や中学校のグラウンドも同じように盛り土をして降った雨の水が即座に下

水に流れ込まないようにしています。

そのほかには、こんな施設もつくっています。

発寒川の河流には、そこに流れ込む小さな東屯田川があり

ますが、その脇に、もし発寒川が大雨であふれそうになった

ら、堤防の内側にある池に水をため込むという遊水地（池）

をつくっています。このようにして発寒川があふれるのを防

ぐ施設もつくっています。

先ほどの56水害以降、昭和63年の第３次長期総合計画以降

は、今ご紹介したような施設をつくって、何とか都市型水害

を解消しようと心がけて、今、設備を増強しているところです。

数年前には、月寒で１時間雨量が55ミリを超えるような雨が降ってしまって、下水管からあふ

れてしまったということもありますが、それ以外、56水害以降、札幌では余り大雨がないため大

きな水害が起こっていないので、こういう施設がどれだけの効果があるのかまだ検証できていま

せんが、何とか都市の問題を解決しようという事業を行っております。

札幌を都市整備という言葉で時代を通して見てみると、人口が急増したりしたときにはいろい

ろな問題が起きて、それを解決するための設備をつくるのですが、さらに発展して人口が増えた

るとまた新たな問題が起きます。しかし、人々の知恵の中で何とか解消しながら150年を過ごし

てきました。

恐らく、これからも新たな都市問題が起こってくると思いますが、市民と行政が協力しながら、

また解決をしていくことになると思います。

資料16-4 発寒川下流の遊水地

資料16-3 小中学校の雨水貯留施設


